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小方厚彦教授略年譜
大阪府高槻市に生まれる
大阪府立茨木中学校卒業
大阪高等学校文科甲類入学
同卒業
京都大学文学部文学科言語学専攻入学
同卒業
京都大学大学院言語学専攻（旧制）入学
同 退学（京都大学助手就任のため）
京都大学文学部助手 (1953年4月まで）
関西大学非常勤講師 (1954年3月まで）
京都大学大学院言語学専攻（旧制）入学
同 退学（関西大学専任講師就任のため）
関西大学文学部専任講師
関西大学文学部助教授
関西大学文学部教授
関西大学在外学術研究員（フランス留学 1965年4月まで）
ポワチェ大学ルネサンス高等研究所の研修会に出席Diplo-
me de Stage d'Etudes Humanistesをうける
関西大学LL教室委員長 (1968年9月まで）
日本フランス語学会学会誌編集委員 (1984年度まで）
関西大学大学院委員会委員 (1971年9月まで）
関西大学出版委員会委員 (1972年9月まで）
文学博士（京都大学） 論題： 「16世紀フランスにおける
フランス語とフランス語観―-Ramus の研究」 同論文
は1972年関西大学出版・広報部より公刊される
関西大学教養部長 (1974年9月まで）
1976年度 日本フランス語フランス文学会関西支部実行委員長
1982年11月 関西大学大学院文学研究科長 (1983年10月まで）
1983• 84年度 日本フランス語フランス文学会学会誌編集委員 (16世紀担
・ 当）
1987年6月 関西大学大学協議会協議員 (1989年5月まで）
小方厚彦教授研究業績
著書・訳書
語と意味（共著） (1956年8月 日本フランス語学会編「フランス語学
文庫」 2 白水社）
新和仏中辞典（共著） (1963年6月 白水社）
16世紀フランスにおけるフランス語とフランス語観―-Ramusの研究
(1972年3月 関西大学出版・広報部）
ヴァルター・フォン・ヴァルトプルク「フランス語の進化と構造」（共
訳） (1976年2月 白水社）
コンコルド和仏辞典（共著） (1990年10月 白水社）
論文
「第二の書パンタグリュエル物語」にあらわれた十六世紀フランス語
(1953年2月 日本フランス語学会編「フランス語研究」第6号）
《Pantagruel》における ou(on)とesについて (1953年12月「フラ
ンス語研究」第8号）
「第二の書パンタグリュエル物語」における主語人称代名詞の省略につ
いて (1955年1月「関西大学文学論集」第4巻第3号）
同題（改稿） (1955年5月 「フランス語研究」第10号）
《Pantagruel)のヴァリアントにあらわれた十六世紀フランス語 (1955
年1月「関西大学文学論集」創立七十周年記念特輯）
《ChroniquesGargantuines》の言語一特に LesGrandes Cronicques 
とLesCronicques Admirablesについて (1957年9月「フランス語研究」
第16号）
《ChroniquesGargantuines》の異本文 (1959年4月「関西大学文学論
集」第9巻第1号）
16世紀フランス語における間接疑問節について (1960年11月関西大学
仏文学会編「仏語仏文学」第1号）
十六世紀フランス語における補語代名詞の位置について (1962年2月
「関西大学文学論集」第11巻第8号）
《Gargantuaet Pantagruel》における所有詞の強勢形について (1964
年2月「関西大学文学論集」第13巻第4号）
Ramus の文典にあらわれた16世紀フランス語 (I) (1965年11月
「関西大学文学論集」創立八十周年記念特輯）
Ramus の文典にあらわれた16世紀フランス語 (II)-綴字と発音
(1966年12月「関西大学文学論集」第16巻第2号）
Ramus の文典にあらわれた16世紀フランス語（皿）＿綴字と発音
(1967年12月「関西大学文学論集」第17巻第3号）
16世紀フランスにおける冠詞論 (1968年6月「フランス語学研究」第2
号）
16世紀フランスにおける動詞論 (1970年11月「関西大学文学論集」第20
巻第2号）
Villers-Cot teretsの法令 (1539)について一特に "langaigematernel 
fran1rois" の解釈をめぐって (1975年12月「仏語仏文学」第8号）
16世紀フランス語における強勢の主語代名詞について (1978年3月「関
西大学文学論集」第27巻第3号）
Robert Estienneの「フランス文法論」 (1557) について (1986年11
月「関西大学文学論集」創立百周年記念特輯）
16世紀フランス語における否定表現 (I)- Pantagruelについて＿
(1992年3月「関西大学文学論集」第41巻第4号）
16世紀フランス語における否定表現 (II)-Gargantuaについて＿
(1993年12月「関西大学文学論集」第43巻第2号）
16世紀フランス語における否定表現 (II)-Chroniques Gargantuines 
について一 (1995年3月「関西大学文学論集」文学部創設70周年記念特
輯）
古語研究上の問題点一16世紀フランス語の場合-(1995年12月「仏
語仏文学」第23号）
16世紀フランス語における過去分詞の一致について(1998年 2月「関西
大学文学論集」第47巻第3号）
その他
16世紀フランス語概観一ー研究書の紹介に寄せて (1958年 6月「フラン
ス語研究」第18号）
書評 関根秀雄編「フランス文学読本一16世紀篇」（第三書房） (1960 
年11月「フランス語研究」第25• 26号）
事典項目 「16世紀フランス語辞典」，「フランス語ラテン語辞典」 (1961
年3月「世界名著大事典」第6巻平凡社）
事典項目 「ヴォークラン・ド・ラ・フレネー」， 「プラッター ル」， 「フ
ランス語の優秀性について」，「両国語の合致」，「ルメール・ド・ベルジュ」
(1974年9月 日本フランス語フランス文学会編「フランス文学辞典」白
水社）
十六世紀フランスの出版界について (1982年9月「流域」第9号青山
社）
